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昨
年
の
４
月
の
改
選
よ
り
、「
議

会
の
見
え
る
化
」
は
広
報
か
ら
、

と
い
う
信
念
の
下
、
議
会
だ
よ
り

の
編
集
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
よ
り
議
決
結
果
は
会
派

名
で
は
な
く
個
々
の
賛
否
を
掲
載

す
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
今
年
は

１
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
議
会
報

告
会
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
「
見
え

る
化
」
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進

ん
で
い
ま
す
。市
民
の
皆
様
に「
鎌

倉
市
議
会
は
分
か
り
や
す
い
！
」

と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
一

歩
ず
つ
「
見
え
る
化
」
に
向
け
た

道
の
り
を
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す

が
、
そ
の
道
の
り
は
ま
だ
ま
だ
ス

タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
。

　

こ
れ
か
ら
も
忌
憚
な
き
ご
意
見

を
お
寄
せ
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

�

（
永
田
磨
梨
奈
）

議
会
広
報
委
員
会

　
委 

員 

長　
長
嶋　
竜
弘

　
副
委
員
長　
永
田
磨
梨
奈

　
委　
　
員　
河
村　
琢
磨

　
委　
　
員　
保
坂　
令
子

　
委　
　
員　
西
岡　
幸
子

　
委　
　
員　
池
田　
　
実

　
委　
　
員　
上
畠　
寛
弘

　
委　
　
員　
吉
岡　
和
江

人
権
擁
護
委
員

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
う
候
補
者
と
し
て
、
次
の
方
を

推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
総
員

の
賛
成
に
よ
り
同
意
し
ま
し
た
。

　

渡
邊　

武
二
氏
（
常
盤
在
住
）

　

宇
佐
美
邦
夫
氏
（
腰
越
在
住
）

　

東
山　

勉　

氏
（
大
町
在
住
）

　

岡
崎
美
奈
子
氏
（
手
広
在
住
）

て
」

　

第
３
次
鎌
倉
市
総
合
計
画
基
本

構
想
及
び
第
３
期
基
本
計
画
に
基

づ
く
前
期
実
施
計
画
に
関
し
て
、

２
月
６
日
に
議
会
全
員
協
議
会
を

開
催
し
、市
長
か
ら
報
告
を
受
け
、

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
報
告
の
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

今
回
の
前
期
実
施
計
画
は
、
先

の
平
成
25
年
12
月
定
例
会
に
お
い

て
議
決
さ
れ
た
第
３
期
基
本
計
画

に
基
づ
く
最
初
の
実
施
計
画
で
、

平
成
26
年
度
か
ら
28
年
度
ま
で
の

３
年
間
に
つ
い
て
策
定
す
る
も
の

で
あ
る
。基
本
計
画
で
示
し
た「
目

標
と
す
べ
き
ま
ち
の
姿
」
や
「
主

な
取
組
み
」
を
計
画
的
・
効
果
的

に
実
施
し
て
い
く
た
め
の
具
体
的

な
事
業
概
要
を
示
す
。

　

実
施
計
画
は
「
実
施
事
業
」
と

「
重
点
事
業
」
の
２
つ
で
構
成
さ

れ
る
。
実
施
事
業
は
基
本
計
画
を

推
進
す
る
た
め
の
全
て
の
事
業
で

３
３
３
事
業
、
重
点
事
業
は
実
施

事
業
の
う
ち
第
３
期
基
本
計
画
期

間
内
に
お
い
て
優
先
的
に
取
り
組

む「
安
全
な
生
活
の
基
盤
づ
く
り
」

に
つ
な
が
る
事
業
と
各
分
野
に
お

い
て
重
点
を
置
い
て
着
実
に
推
進

す
る
52
事
業
で
あ
る
。

　

こ
の
３
年
間
の
総
事
業
費
は
、

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ

て
、
約
３
２
０
０
億
円
（
う
ち
重

点
事
業
は
約
３
１
７
億
円
）
に
な

る
と
推
計
し
て
い
る
。

　

重
点
事
業
に
つ
い
て
は
、
計
画

期
間
の
３
年
間
に
お
い
て
、
事
業

行
程
が
着
実
に
推
進
さ
れ
る
よ
う

進
行
管
理
を
し
て
い
く
。

　

今
後
の
予
定
と
し
て
、
各
重
点

事
業
に
係
る
人
員
数
と
人
件
費
に

つ
い
て
精
査
を
行
い
、
４
月
に
は

計
画
書
を
配
布
す
る
。

○：賛成　－：反対　退：退席

編
集
後
記

　
今
定
例
会
で
は
、
議
会
か
ら
３

件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
長
か
ら
30
件
の
議
案
が

提
出
さ
れ
、
１
件
の
議
案
が
撤
回

さ
れ
ま
し
た
。
主
な
議
案
の
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

主
な
議
会
提
出
議
案

◎�

鎌
倉
市
由
比
ガ
浜
４
丁
目
大
型

商
業
施
設
計
画
に
関
す
る
決

議
に
つ
い
て

　

鎌
倉
海
浜
公
園
北
隣
に
位
置
す

る
鎌
倉
シ
ー
サ
イ
ド
テ
ニ
ス
ク
ラ

ブ
跡
地
に
計
画
し
て
い
る
大
型
商

業
施
設
計
画
は
、
鎌
倉
市
内
の
慢

性
的
な
交
通
渋
滞
に
拍
車
が
か
か

る
こ
と
や
防
災
・
救
急
面
で
の
悪

影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
た
め
、

計
画
に
つ
い
て
は
国
、
県
及
び
県

警
な
ど
関
係
諸
機
関
と
十
分
協
議

の
上
、
こ
れ
ら
懸
念
が
払
拭
さ
れ

な
い
限
り
は
計
画
を
認
可
し
な
い

よ
う
求
め
る
内
容
の
決
議
で
、
渡

邊
昌
一
郎
議
員
、岡
田
和
則
議
員
、

前
川
綾
子
議
員
、
小
野
田
康
成
議

員
、
赤
松
正
博
議
員
、
中
澤
克
之

議
員
、松
中
健
治
議
員
を
提
出
者
、

千
一
議
員
、
竹
田
ゆ
か
り
議
員
、

三
宅
真
里
議
員
、
納
所
輝
次
議
員

を
賛
成
者
と
し
て
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

（
全
文
は
３
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

条
例
の
一
部
改
正

◎�

鎌
倉
市
常
勤
特
別
職
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

給
料
月
額
に
関
す
る
特
例
と
し

て
、
市
長
及
び
副
市
長
の
給
与
の

暫
定
的
な
削
減
措
置
と
し
て
、
平

成
25
年
11
月
１
日
に
市
長
で
あ
っ

た
者
の
任
期
に
係
る
在
職
期
間
の

間
、市
長
に
あ
っ
て
は
、給
料
月
額

及
び
地
域
手
当
の
額
か
ら
１
０
０

分
の
10
を
、
副
市
長
に
あ
っ
て
は

１
０
０
分
の
７
を
、
そ
れ
ぞ
れ
減

額
す
る
ほ
か
、
市
長
の
任
期
に
係

る
退
職
手
当
を
支
給
し
な
い
こ
と

を
改
め
て
規
定
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
本
議
案
に
つ
い
て
は
、

退
職
手
当
の
規
定
は
、
改
正
し
な

く
て
も
現
市
長
の
任
期
に
係
る
退

職
手
当
を
支
給
し
な
い
も
の
と
す

る
こ
と
等
の
理
由
に
よ
り
、
総
務

常
任
委
員
会
か
ら
原
案
に
対
す
る

修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
修
正
案
を
可
決
し
、
総
員
の
賛

成
に
よ
り
修
正
部
分
を
除
く
原
案

を
可
決
し
ま
し
た
。

不
動
産
の
取
得

◎
不
動
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

鎌
倉
近
郊
緑
地
特
別
保
全
地
区

内
の
土
地
を
取
得
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
土
地
の
所
在
は
鎌
倉
市

今
泉
一
丁
目
42
番
、地
目
は
山
林
、

面
積
は
５
７
８
８
・
96
㎡
、
取
得

価
格
は
３
２
４
１
万
８
１
７
６
円

で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

補

正

予

算

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６

号
）、
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

７
号
）
及
び
５
特
別
会
計
補
正
予

算
は
、
そ
れ
ぞ
れ
総
員
の
賛
成
で

原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

障
害
者
在
宅
福
祉
事
業
の
扶
助

費
等
の
追
加
、
じ
ん
芥
処
理
の
経

費
及
び
深
沢
地
域
整
備
事
業
費
の

減
額
の
ほ
か
、
名
越
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
基
幹
的
設
備
改
良
事
業
に

係
る
継
続
費
の
変
更
、
腰
越
漁
港

改
修
整
備
事
業
に
係
る
繰
越
明
許

費
の
追
加
な
ど
を
行
お
う
と
す
る

も
の
で
、
歳
入
歳
出
と
も
に
11
億

５
３
２
０
万
円
を
減
額
し
、
補
正

後
の
総
額
は
５
７
６
億
４
４
０
万

円
と
な
り
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

降
雪
災
害
緊
急
支
援
事
業
に

係
る
補
助
金
の
追
加
を
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
、歳
入
歳
出
と
も

に
３
２
３
０
万
円
を
増
額
し
、補
正

後
の
総
額
は
５
７
６
億
３
６
７
０

万
円
と
な
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
と
も
に
１
億
５
２
０

万
円
を
減
額
し
、補
正
後
の
総
額
は

68
億
３
８
７
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

大
船
駅
東
口
市
街
地
再
開
発
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
と
も
に
７
３
０
万
円

を
減
額
し
、
補
正
後
の
総
額
は
１

億
30
万
円
と
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
と
も
に
３
億
３
５
０

万
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
総
額

は
１
８
７
億
９
０
３
０
万
円
と
な

り
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
と
も
に
２
億
１
２
４
０

万
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
総
額

は
１
４
１
億
８
３
９
０
万
円
と
な

り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
と
も
に
２
億
１
８
８
０

万
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
総
額

は
46
億
８
２
４
０
万
円
と
な
り
ま

す
。副

市
長
の
選
任

　

次
の
方
を
鎌
倉
市
副
市
長
に
選

任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
多
数
の

賛
成
に
よ
り
同
意
し
ま
し
た
。

小
林　

昭
氏（
七
里
ガ
浜
東
在
住
）

　

小
林
氏
は
、国
土
交
通
省
都
市・

地
域
整
備
局
公
園
緑
地
課
長
、
独

立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
審
議

役
な
ど
を
歴
任
し
て
い
ま
す
。

　

任
期
は
、
平
成
26
年
４
月
２
日

か
ら
４
年
間
で
す
。

　会　派　名

　議　員　名
主　　　な　　　議　　　案　　　等 議決

結果
補
正
予
算 第64号 平成25年度鎌倉市一般会計補正予算（第６号）（名越クリーンセンター基幹的設備改良事業に係る継続費の変更等） 可決
新
年
度

予　
算

第70号 平成26年度鎌倉市一般会計予算 可決
人
事 第89号 鎌倉市副市長の選任について 同意

そ
の
他

第49号 鎌倉市常勤特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について（上／修正案　下／修正部分を除く原案）
可決
可決

議
会
議
案

第13号 鎌倉市由比ガ浜４丁目大型商業施設計画に関する決議について 可決
第14号 事務処理の適正な執行を求める決議について 可決
第15号 鎌倉市職員給与の削減を求める決議について 可決

陳
情

第134号 トレイルラン規制の条例化についての陳情 採択
第135号 実施機関に行政文書作成の徹底を求める陳情 採択
第136号 鎌倉市立小中学校普通教室への空調設備設置についての陳情 採択

鎌

倉

夢

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
会

み
ん
な
の
鎌
倉

公

明

党

鎌
倉
市
議
会

議

員

団

鎌
倉
み
ら
い

日
本
共
産
党

鎌
倉
市
議
会

議

員

団

神

奈

川

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運

動
・

鎌

倉

公
正
、公
平
、透
明
な

政
治
を
実
現
す
る
会

鎌

倉 

自
由
民
主
党

鎌

倉

無

所

属
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
髙
橋　
浩
司

日
向　
慎
吾

永
田　
磨
梨
奈

小
野
田　
康
成

久
坂　
く
に
え

河
村　
琢
磨

中
村　
聡
一
郎

渡
辺　
隆

納
所　
輝
次

西
岡　
幸
子

大
石　
和
久

前
川　
綾
子

池
田　
実

山
田　
直
人

吉
岡　
和
江

赤
松　
正
博

三
宅　
真
里

保
坂　
令
子

岡
田　
和
則

長
嶋　
竜
弘

中
澤　
克
之

上
畠　
寛
弘

千　
　
一

竹
田　
ゆ
か
り

渡
邊　
昌
一
郎

松
中　
健
治
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ －

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － ○ ○ ○ ○ 退 ○ － － ○ －

－ － 退 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※�会派は、政策を中心とした同一の理念を共有
する２人以上の議員で構成されます。本市議
会では、会派に属する議員は代表質問を行っ
たり、議会運営委員会の委員となり、議会運
営に関する協議を行うことができます。

※◎は会派の代表者
※�中村聡一郎議員は議長のため、採決には参加
していません。

※下記以外の議案等の賛否については、議会事務局へお問い合わせください。議 決 さ れ た 主 な 議 案 等

「
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【会派名の変更】平成26年4月17日付で、「自由民主党鎌倉市議会議員団」は「自由民主党鎌倉」に名称変更しました。


